
  
 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

《筆者：小池》

国の年金はどう変わる？～年金財政検証～ 

１．企業規模要件の廃止 週 20 時間以上かつ月 8.8 万円以上の労働者(125 万人拡大) 
２．企業規模要件・賃金要件の廃止 週 20 時間以上の労働者（325 万人拡大） 
３．月 5.8 万円以上のすべての労働者（1,050 万人拡大） 

 

60 歳 

－改革の大きな柱－ 
１．多様な就労を年金制度に反映する。 

金融庁が公表した「老後資金 2,000 万円不足問題」が話題となりました。2019 年は 5 年に一度の年金の

見直し（財政検証）の年にあたり、財政の現況及び制度改正を行った場合の見通しが示され年金の制度改革

が進められています。どのような財政検証が行われたのでしょうか。 

２．就労期の長期化による年金水準の確保・充実 

被用者保険の拡大 

基礎年金保険料拠出期間の延長 

国民年金の加入を 20 歳～60 歳（40 年）⇒ 20 歳～65 歳（45 年）に延長 

受給開始時期を 60 歳～70 歳 ⇒ 60～75 歳まで延長 

65 歳以上の在職老齢年金制度の見直し 

１．支給停止基準額を 47 万円⇒62 万円に引き上げ 
２．廃止 ※現在 50 万円台で検討されています。 

厚生年金加入年齢の上限の延長 

70 歳まで加入 ⇒ 75 歳まで加入 

●「繰上げ受給」とは・・ 

70％ 

 老齢基礎年金は原則として 65 歳から受け取ることができますが、60 歳以上

の方は希望すれば 65 歳になる前に繰り上げて受け取ることができます。繰上げ

た期間 1 か月につき 0.5%減額されます。 

●「繰下げ受給」とは・・  66 歳以降に繰下げ請求した場合、1 か月遅らせるごとに 0.7%増額された年金

を受け取ることができます。 

繰下げ可能期間の延長 (年金の繰下げ) 

76％ 

82％ 

88％ 

94％ 

100％ 

108.４％ 

116.8％ 

125.２％ 

133.6％ 

142％ 

6１歳 

6２歳 

6３歳 

6４歳 

6５歳 

6６歳 

6７歳 

6８歳 

6９歳 

７０歳 

本来の金額を 100％とした場合 

繰下げ 

現在 75 歳までの繰下げ

が検討されています。 

繰上げ 
減額率・増額率は生涯

変わりません。 

 

◆有給休暇の取得義務がスタートし半年が経ちました。 

どの程度有給取得が進んでいるか定期的な確認と管理簿の作成をお願い

致します。 

◆36 協定により法定労働時間（1日 8時間、週 40時間）を超えて労働さ

る場合、また、特別条項を定めている場合は協定で定められている上限

時間をオーバーしないように確認をお願い致します。 

 

①

※

真剣そのものです。 

～草津温泉の見どころ～ 
この温泉は「白根山（100 名山）」のふ

もとにあります。白根山に噴火がある

度に大きなダメージを受けています。 

 10 月 2 日に行われた 
「衛生管理者受験講座」の様子 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

わたしのひとこと 

ホテルの看板 

森とともに 湧き出る湯「西の河原公園」 

草津名所「湯畑」 


